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────────────────
[１] 開催予告！エコ活＆全国フェス、おうち防災
────────────────
こどもエコクラブの一大イベント、エコ活コンクール＆全国フェスティバル！
今年も開催決定です★
全国フェスティバルは久しぶりのリアル開催を予定してます＾＾
壁新聞や絵日記を書いてエコ活コンクールに応募して、全国フェスティバルに参加しよう！
今から、壁新聞や絵日記に書く題材やネタをまとめておこう★
詳しい内容が決まったらチラシやウェブサイト、メールマガジンでお知らせいたします。
壁新聞の書き方やヒントも満載！昨年の応募作品を見てみよう
＜壁新聞道場！＞
http://www.j-ecoclub.jp/kabe/backnumber.html

10月はおうちで防災やってみよー！
来月から受付開始！
前回からバージョンアップしたワークブックをやって、活動レポートに絵や文でまとめてみよう。
こどもエコクラブ全国フェスティバルで表彰されちゃうかも！
詳しくは次回のメールマガジンをお楽しみに★
──────────────── 
[２] リアルヴォイス先輩NOWは科学部で活躍していた大学生のお兄さん！ 
────────────────
毎月、事務局が気になるクラブにフォーカスするコーナー。今月はこどもエコクラブ卒業生にインタビュー！
活動レポートのフォトコンテストでも受賞歴のある福岡工業大学附属城東高等学校 科学部だったむーとんさんに登場いただきました★
こどもエコクラブの活動で大学でも役立った事とは…！
http://www.j-ecoclub.jp/voice/202209121000.html

────────────────
[３] 脱炭素チャレンジカップ、エントリー受付中！
────────────────
今回で13回目となる「脱炭素チャレンジカップ2023」は、新型コロナウイルス感染症の状況を鑑み、参加者およびスタッフの健康・安全面を考慮してオンラインを併用して開催予定です。
「脱炭素チャレンジカップ2023」の舞台で、自身の活動を発表するチャンス！
http://www.j-ecoclub.jp/topics/info/202208181030.html

────────────────
[４] 秋だ！イベント情報もりだくさん★
────────────────
■バイオームはまだ続くよ！30種、生きものみっけやってみよー！
生きもの投稿のフリーアプリ「バイオーム」ではこどもエコクラブ限定クエスト開催中
すでにアカウントを持ってる方もアカウントはそのままにご参加できます。
http://www.j-ecoclub.jp/topics/info/202207190949.html

■イベント等の新着情報はこちら！
http://www.j-ecoclub.jp/topics/
イベント情報ページからは地域を絞って検索もできます。
http://www.j-ecoclub.jp/topics/event/
────────────────
[５] 助成金情報更新《9月14日》
────────────────
9月始まりの助成金もりだくさんです！
・一般財団法人セブン-イレブン記念財団　2023年度環境市民活動助成
・第33回コメリ緑資金助成
・第18回TOTO水環境基金
・公益財団法人SOMPO環境財団　環境保全プロジェクト助成
http://www.j-ecoclub.jp/topics/info/202209141100.html
────────────────
[６] 8月の活動レポート新人賞クラブ決定！
────────────────
8月の活動レポート新人賞は、川で生きもの調査をしたときのようすを報告してくれた「ひまわりらぼ」さんです＾＾
写真から元気いっぱいのようすが伝わってきます！ぜひご覧ください！
http://www.j-ecoclub.jp/topics/info/202209131400.html

※編集後記※ 
先日、子どもと虫探しをするイベントに参加しました。
講師の方からそれぞれの虫が好む場所の説明を聞きながら、イベント開催地である敷地内を歩き、カマキリやチョウ、カメムシやトンボなど、たくさんの虫を見つけることができました。
「小学生の頃は虫が大好きな方が多いけれど、学年が上がる毎に虫から離れてしまう方が多いので、これからもずっと好きでいてもらえたら嬉しい。虫が好きだと、必ず植物を学ぶことになる。いろいろなことを学ぶことに繋がる。」という講師の方のお話がとても印象的でした。
確かに虫や動物に興味を持つと、そこから派生してその生物が生きる場所（生息環境）にも目が行くようになるなと感じ、生き物観察の奥深さを感じた一日でした。
知ることは守ることの第一歩だと思うので、これから迎える秋もいろいろな生き物を楽しく観察していきたいと思います＾＾
＜関東地域担当：善生＞ 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
◆こどもエコクラブでは広く寄附を受け付けています◆
携帯料金と一緒に気軽に「つながる募金」、メルカリの出品売上を活用した 「メルカリ寄付」、月々の電気料金の一部を寄付する「エネルギーファンディング」などを多様な方法で受け付け中です。
http://www.j-ecoclub.jp/support/donation/
◆書き損じハガキの寄附を受け付けています◆
http://www.j-ecoclub.jp/support/postcard/
◆リサイクル募金（きしゃぽん）◆
[bookmark: _GoBack]http://www.j-ecoclub.jp/support/kishapon/
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公益財団法人 日本環境協会  こどもエコクラブ全国事務局
〒101-0032 東京都千代田区岩本町1-10-5 TMMビル5階
TEL：03-5829-6359 FAX：03-5829-6190
Mail: j-ecoclub@jeas.or.jp
※ご登録のメールアドレスの変更は、
 < Mail: j-ecoclub@jeas.or.jp >までご連絡下さい。
